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（分子科学研究所名誉教授、特別顧問）
伊藤　光男

いとう・みつお／ 1970年東北大学教授、1993年分子科学研究所長、1999年岡崎国立共同研究機構長、
2001年退職後水彩スケッチを楽しんでいます。

2001年に岡崎を退職し東京に移って
6年になります。退職と同時に研究、教
育とは縁を切り、趣味にしている絵を
中心にした生活を送っています。

絵を描き続けたい

趣味の絵をはじめて27年になります。
この間、東北大、分子研、岡崎国立共
同研究機構、退職後といろいろと環境
は変わりましたが、絵を描きたいとい
う想いは一向に衰えません。現役時代
は描く時間がなかなかとれず、かなり
無理をしました。国内外各地で学会や
会議を抜け出してスケッチしていると
ころを多くの知人に見られ身の縮むお
もいを度々しました。退職し自由になっ
たら、周囲の目を気にすることなく思
う存分描いてみたいと思っていました。
現実には予期せぬこともいろいろあり
絵だけに専心することはできませんが、
それでも常々スケッチしたいと思って
いた外国にも数回出かけ、国内各地へ
のスケッチ旅行をし、また東京を中心
に毎週2日程度スケッチに出歩いてい
ます。この間、毎年10月に個展を開き、
今年で8回になります。毎回、多くの
方にお出でいただき、最近では一週間
の会期中に600名を超える来場者があ
り、また年一回旧知の方にお会いでき
る貴重な場になっています。個展の案
内状の一部を添付しました。上2枚は
2006年の個展 “つれづれに　Ⅶ” の案

内と水彩スケッチです。下左は “つれ
づれに　Ⅲ”（2002年）、下右は “つれ
づれに　Ⅵ”（2005年）のそれぞれの
案内状につけた水彩スケッチです。そ
の他、4冊の画集 “つれづれに　その
1,2,3,4”、2冊の画文集 “思い出すま
ま　その1,2” を出版し、一応の成果は
挙げたと思っています。相変わらず下
手な絵ですが、今後も続けたいと思っ
ています。

仕事以外のことにも打ち込む

ところで以前、基礎研究をやってい
た頃、スケッチを楽しんでいる時、研
究面で思い悩んでいたことにアーそう
だったのかと気づき、その後意外な展
開をしたことが再々ありました。これ
は絵にかぎりませんが、われわれは仕
事から離れていても抱えている問題を
常に考え続けていて、仕事以外の異質
の行為に触発されるのではないでしょ
うか。このような私の経験から、現役
時代から仕事以外に打ち込めるものを
持つことは仕事にも大いにプラスだと
思います。まして仕事がなくなった時
はそれが生きがいになるのです。現役
時代は忙しくてそれどころでなく、定
年になって時間ができたら考えるとい
う人が多いですが、それでは遅いので
す。本当にやりたいことはどんなに忙
しくてもやらなければ本物ではありま
せん。

やりたいことをやった研究時代

研究でも同じようなことがありまし
た。役に立つかどうかわからない基礎
研究に何故一生懸命になるのか—正直
のところあまり考えたこともありませ
んでしたが、理屈なしにやりたいから
やるということだったと思います。や
りたい理由は単純に面白いから、やり
がいがあるからということだったと思
います。社会や文化に貢献するという
ような高邁な精神は全くなく、ただ好
奇心に駆られてやりたいことをやった
という感じでした。やりたいことを通
したため、時流に乗れず、研究費もと
れない状況でしたが悔いはありません。
現在はわれわれの時代には考えも及ば
なかったような多額の研究費が出てお
り、研究環境は格段によくなっていま
す。にも拘わらず、皆さんが本当にや
りたいことをやっているのか疑問に思
うことがあります。研究費のとりやす
いことに走るあまり、自分が真にやり
たいことが何かも見失っているように
みえます。これは本末転倒です。どん
な状況におかれようとも、自分がやり
たいことをしっかり見据え、やり通す
強い意志と行動が真の基礎研究の発展
には不可欠です。分子研はやりたいこ
とをやれる場でした。今後もやれる場
であることを願っています。私は絵を
やり通します。
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（奈良先端科学技術大学院大学物質創成科学研究科　教授）
廣田　俊

ひろた・しゅん／ 1990年3月京都大学工学部石油化学科卒業後、同大学大学院工学研究科分子工学専攻修士課程、
総合研究大学院大学数物科学研究科機能分子科学専攻博士後期課程、日本学術振興会特別研究員、米国エモリー大学
化学科博士研究員、名古屋大学大学院理学研究科物質理学専攻（化学系）助手、京都薬科大学薬学部助教授を経て、
2007年4月より現職。2004年10月より科学技術振興機構さきがけ研究者を兼任。

私は現在、奈良先端科学技術大学
院大学物質創成科学研究科において研
究科をあげて推進しております光ナノ
サイエンス研究のうち生体分子を扱っ
た研究をしております。この研究内容
は、15年程前京都大学で計算機化学の
研究をしていた頃からは全く想像でき
ず、また、10数年前、総研大第4期生
として分子科学研究所分子動力学部門
で北川禎三先生のご指導のもと、ヘム
タンパク質の構造―機能相関の研究を
しておりました頃の研究内容からも随
分と変わってきたと思います。これに
は研究環境の変化が大きく寄与してい
ます。一般的には、研究環境が変われば、
新しい環境に慣れるのに時間がかかり、
研究の立ち上げにもかなりの時間を要
します。それまで積み上げきたものの
うち幾分かを失ってしまうなどのマイ
ナス面があります。しかし、それ以上に、
研究が新しい方向に向かう大きなきっ
かけになるというプラス面の方が大き
かったように思います。
もともと私は工学部出身であるため、

技術の開発、応用などには興味はあり
ましたが、分子科学研究所では、タン
パク質の反応機構の解明の研究を行い、
名古屋大学理学部でも同様の基礎研究
に打ち込んできました。その後、薬学
部に所属することになり、応用面を考
える機会を得ました。今後は、これま
での経験を活かして、工学の技術開発、
理学の基礎研究、薬学の実学要素、そ
れらの性質を併せ持つような研究がで

きればと思います。
このように環境が変わることは一方

で非常に労力を要するものですが、他
方で新しい視点を獲得するチャンスだ
と思います。若い学生にも新しい環境
に飛び込む機会をもってもらいたいと
期待します。

私立薬科大学から大学院大学へ

さて、この原稿を書いている3ヶ月
前までは、私は私立薬科大学に所属し
ておりました。私立薬科大学の最大の
使命は、卒業生をできるだけ多く薬剤
師国家試験に合格させることです。薬
科大学を志望する受験生の最大の関心
事は、薬剤師国家試験の合格率であり、
この数が最終的には大学の経営に影響
します。国立大学にいたときには、大
学経営が破綻するということは全く気
にしておりませんでしたが、学生が集
まらないと自分の職も無くなる可能性
があり、大学はそこで学んでいる学生
がいて初めて存在できることを実感し
ました。
その一方で、理系の大学では、研究

者を育てるのも大きな使命だと思いま
す。特に、私が今年の４月から所属し
ております奈良先端大は大学院大学で
すので、研究者育成が教育の中心課題
です。私は大学院大学に来てまだ3ヶ
月ほどですが、受験者数の減少という
問題に遭遇しております。少子化の時
代、少なからず皆さんも学生確保の問

題を体験されておられるとは思います
が、大学院大学には知名度が非常に低
いという大きな問題があります。大学
院大学は大学受験のときに耳にしない
ため、大学の先輩など知り合いがいな
い限り、学部4年の春までに大学院大
学のことを知る機会は少ないようです。
今後、大学院大学が一般の方に知られ
るように努力することが一層必要にな
ると思います。

大学院入試

ところで、この少子化に関連し
て、気になることがあります。それ
は、大学間の学生獲得競争が激化して
おり、大学院入試などが必ずしも良い
方向に向かっているとは思えないこと
です。もちろん、各大学が大学独自の
大学院教育・研究をアピールし、教育・
研究制度が充実するという良い側面も
ありますが、「推薦制度」や「他校推薦
入試」などを行うことによって、一定
基準を満たしている学生をただ早く確
保しようとしている大学も少なくない
ように思います。そのため、学生はほ
とんど勉強せずに大学院へ進学できる
ようになってきていると思います。以
前は、大学院受験のために、それまで
学んできたことをもう一度勉強し直し、
その勉強が基礎学力の向上に大変役立
ちましたが、現在はその機会を持たな
い学生が増えてきています。また最近、
ＴＡやＲＡなどの金銭的サポートで学

大学院大学に移って
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生を勧誘し、もっとも大事である大学
院教育をしっかり考えていない場合も
あるように思います。研究者には広い
分野の知識が必要であるため、これか
らの大学院教育では、それらをカバー
するような教育が益々重要になってく
るでしょう。

大学院教育

では最後に、奈良先端大で行っている
大学院教育の取り組みについて述べさせ
て頂きたいと思います。奈良先端大に着
任してまず感じたのは、先生方が大学院
教育に非常に熱心に取り組んでおられる
ことです。例えば、講義カリキュラムは、
一貫性を保つように各々の講義科目の内

容を教務委員会で先に決め、その後に担
当教員を割り当てています。一般の大学
院では、各講義科目の担当教員を最初に
決め、その後、各担当教員が受け持つ講
義科目の内容を決めることが多いように
思います。このような場合ですと、他の
講義と内容が重なったり、自分の得意な
ところを中心に教えたり、トピックスを
教えるだけの講義になったりする場合も
少なくないと思います。学生の学力レベ
ルが低下している今日、大学院にもより
一貫した教育が必要だと思います。
また、奈良先端大では、博士後期課

程や一貫制博士課程に在籍している学
生に対して、複数指導教員制度を実施
しております。配属される研究室の教
授が主指導教員となる他、他研究室の

教授や准教授などが副指導教員やスー
パーバイザー教員となり、それぞれ半
年に1度、個人面談を行い、毎回評価
書を作成することによって、学生の指
導を行っております。学生は他の専門
の教員にプレゼンテーションを行い、
違った角度から自分の研究を見直すこ
とができるので、この制度は学生の教
育に大変役立っていると思います。
ここでは奈良先端大の試みを述べまし

たが、他の大学院も独自の試みを行って
いると思います。日本全国の大学院がそ
れぞれ独自の取り組みを行い、日本の大
学院教育が一層充実、向上することを願
うとともに、私自身も努力しなければい
けないと改めて思う次第です。

（Assistant Professor, Department of Chemistry, University of Florida）
平田　聡

ひらた・そう／ 1997年4月から1998年9月の間、大学院生として分子研でお世話になり、カリフォルニア大学バー
クレー校客員研究員、フロリダ大学博士研究員、及びPacific Northwest National Laboratory上級研究員を経て、
2004年以降、古巣のフロリダ大学において助教授を務めています。

私が分子科学研究所に大学院生とし
て在籍したのは一年半に過ぎませんが、
振り返ると、分子研での経験とそこで
親炙した分子科学者との繋がりほどそ
の後の私に大きな影響を与えたものは
ありません。ここでは分子研での一年
半とアメリカでのポスドク生活の三年
間に主眼を置いて一筆認めたいと思い
ます。
私が分子研（および総研大）に博

士一年の終わりに編入した理由は、指
導教官であった東京大学の田隅三生先

生が退官前に勧めてくださったからと
いう消極的なものでした。私は自分の
行く末に不思議なほど無頓着でしたが、
大分後になって、この処遇の裏には田
隅先生と受け入れを承諾して下さった
岩田末廣先生の間で深いご配慮があっ
たに違いないと思い至っています。す
なわち、私は日本においてアメリカと
同様、学部と大学院で異なる大学に行
く恩恵に浴することができました。学
生中心で活気ある大学の実験研究室に
属した後、より落ち着いた雰囲気の分

子研で理論を学び、両所で多くの個性
あふれる研究者にお会いし薫陶を受け
ることができました。私が所属した岩
田研究室は外国人の学生・ポスドク・
訪問者が約半数を占め、グループ発表
はすべて英語、研究室内の日常会話も
一部英語が要求されました。普段温厚
な岩田先生が、外国人がいる前でわれ
われ日本人の学生同士が日本語で会話
していると、渋い顔で小言を言われた
のを思い出します。また、岩田先生は
学生の私をほぼ一人前の科学者として

アメリカでのポスドク修行
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扱ってくださり、完全な自由と研究に
必要なリソースを惜しみなく与えてく
ださいました。別のグループのリーダー
で助教授であった谷村吉隆先生には毎
日のように夕食に連れて行っていただ
き、先生のアメリカ武者修行の話を聞
かせていただきました。「日本のフェ
ローシップを持っていくのではなく、
アメリカのボスにお金を出させて、背
水の陣に構えてこそ実力が発揮できる」
という谷村流アドバイスを真に受けて、
卒業するころには当然アメリカに行か
なければならない（フェローシップな
しで）という心境になっていました。
通常より半年早く卒業することが

でき、日本学術振興会特別研究員の任
期の最後の半年をカリフォルニア大
学バークレー校の新進気鋭のMartin 

Head-Gordon教授の研究室で客員研
究員として過ごしました。客員という

肩書きは、半年後にフロリダ大学で本
格的なポスドクとなることが決まって
いた私が二回ポスドクをしたことにな
らないようにというHead-Gordon先
生一流のご配慮です。当時バークレー
は化学分野で世界一を自認しており、
実際、人材の量と質・モラルの高さ・
学部セミナーの質などは、確かに世界
一としても納得できるものでした。半
年間席を並べたポスドクの二人と学生
の一人は現在ジョージア工科大学、ラ
トガース、マサチューセッツ工科大学
で助教授となっており、貴重な人的ネッ
トワークが構築できたというだけでも
バークレーに滞在した意義はあったと
思います。
印象に残っているのは到着してす

ぐに、私を含む外国人研究者を集め
て、人類学教授によって行われた簡単
なアメリカ文化の講義です。これはわ

れわれが新天地での生活をスムーズに
開始できるようにという目的で、アメ
リカ文化の顕著な特徴を例示する形式
で行われました。まず第一の特徴が
individualityで、第二が informality

でした。これらは日本人の私には講義
されるまでもなく明白でした。例えば、
最初のグループミーティングで、テー
ブルに両脚を投げ出した態度の大きい
人が実は最も若い学生だったり、ミー
ティング担当の学生にHead-Gordon

先生がそろそろ発表する順番だとい
われて先生が困った顔をしていたりす
るのは、日本では見られない図の典型
だと思います。科学議論において、雇
用関係、上下関係や権威に影響されず
に、生意気なぐらい先生や先輩に挑戦
するタイプが尊敬され信頼されるとい
う研究室の雰囲気はHead-Gordon

先生に限らず成功している科学者が共

筆者が所属する
フロリダ大学Quantum Theory Project
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通して持っている特徴ですが、これは
アメリカ文化と無関係ではないようで
す。第三の特徴 religionは、最初に聞
いたときは意外に感じましたが、アメ
リカで八年生活した今では実に的を射
た指摘だと感心しています。このアメ
リカ文化の三大特徴は、毎学期私の授
業で余談のクイズとして出題していま
すが、自国の文化は逆に捉えにくいら
しく、ひとつ以上正しく言い当てた学
生はまだ現れていません。
フロリダ大学での二年半では、現在

までアメリカにとどまる理由となった
二つの大きな出来事がありました。ひ
とつはRodney J. Bartlett先生との邂
逅、もうひとつはフィリピン出身の妻
との結婚です。Bartlett先生は、電子
状態の高精度計算方法の中核をなす多
体摂動論とクラスター理論の第一人者
であり、論文引用回数で化学全分野を
通して常に百位以内に入る理論化学の
泰斗です。学部四年の夏休みに、近藤
保先生に勧められて読んだ教科書「新
しい量子化学」にBartlettの名前が随
所に引用されているのを見て以来、そ
の人とグループの研究を意識してきま
したが、Bartlett先生本人宛にポスド
クの職を電子メールで応募したところ
即座に承諾の返事が来た時には驚きま
した。後に知った話によると、Bartlett

先生がフロリダ大学で新グループを立
ち上げた当初、ポスドクとして大活躍
されたのが関野秀男先生で、Bartlett

先生は日本人に正の先入観をもってい
らっしゃったらしく、私はその恩恵を
受けたのでした。「秀男のおかげで、フ
ロリダ大学ですばらしいスタートがき
れた」というのがBartlett先生の口癖
で、国際会議で作務衣にヒゲのサムラ
イ姿の関野先生がいらっしゃると、わ
れわれには入り込めない親しさで昔話
をされていました。Bartlettグループ

に所属した理由は、研究そのものに加
え、世界的に最も成功している科学者
とは一体どういう人物なのかという疑
問があったからでした。この疑問は最
初の一ヶ月で氷解しました。研究競争
の勝ち負けにかける執念が尋常ではな
い。一つの問題に取り組む集中力と体
力が壮者をしのぐほどである。技術的・
数学的問題だけでなく、研究資金の効
率的な調達法、研究者の心理やリーダー
シップの方法、イノベーションの理論、
文章作法などといった問題に頭脳を傾
注している。愛妻家であり内助の功が
ある。といった点がすぐに目に留まり
ました。科学者としてだけでなく、人
間として尊敬できるボスに出会えて信
頼を勝ち得ることができたことは、私
の科学者としての最大の幸福であると
思っています。
愛妻家及び内助の功という点ですが、

医者の卵や化学工学の学生に量子化学
を講義する私は、「量子化学なんて何の
役に立つんでしょうか」という質問を
毎学期学生から受けます。それに対し
ては、Bartlett先生や他の理論化学の大
御所の実例を挙げて「すばらしい人生
の伴侶を得たければ、量子化学をマス
ターせよ」と答えることにしています。
学生は冗談として大笑いしてくれます
が、恋愛や結婚に対する姿勢と学問や
研究やキャリアに対する姿勢には共通
するものがあると半ば本気で考えてい
ます。アメリカの大学、特に大学院に
留学する学生はかなりの数に上ります
が、統計によるとアメリカに移民とし
てとどまるのは必ずしも学位取得後の
就職競争の勝者ではなく、むしろアメ
リカ人と結婚することになった人だと
聞きます。外国人と結婚したことがア
メリカにとどまっている理由である私
の視点からも、アメリカが過去百年間
科学のスーパーパワーであったことと、

他諸国と比較して寛容な移民政策を維
持してきたこととは不可分ではないと
思われます。大学・研究機関が最も優
秀な科学者を人種・国籍・信教を問わ
ず終身雇用できるかどうかが、科学技
術立国を掲げる先進諸国の将来の明暗
を分けるのではないでしょうか。その
場合、卓越した能力を持った科学者本
人だけでなく、必ずしも特殊な技能を
持つとは限らないその家族や子孫が幸
せに生活できることを保障する差別の
ない社会・法律を達成することが肝要
だと思われます。
「OBの今」のコラムでありながら、
現状を記述するまでに至らずに紙数が
尽きてしまいました。現状は、職務が
これまでの研究から教育・研究指導へ
と一変し四苦八苦している最中です。
将来再びコラムに寄稿する機会をいた
だけたなら、是非続きを書かせていた
だきたく思います。最後になりました
が、日本で教育を受けながら恩返しを
する機会がなかった私に、身に余る援
助を与え続けて下さった分子研をはじ
め日本の大学の諸先生方に深く御礼申
し上げます。また、分子研の大学院生
の皆様には是非ポスドク時代に海外に
出られ、スリルに満ちた研究生活を送
られることをお勧めいたします。

分子研OBが語る■OBの今




